
協定留学近況報告書 

記 入 日 2018年 10月 24日 

留 学 先 大 学 ニューヨーク州立大学ニューパルツ校 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

☑特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2018年8月－2019年5月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部国際日本学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部2年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

興味のある留学先に交換留学生として留学していた先輩の方と知り合いだったので、連絡を取りながら情報を集めました。シラバスやウェ

ブサイトを見るだけではわからないことも多い為、とても助かりました。準備に関しても、visa の申請や英文診断書の作成など、二か月前に

は終わらせておくようにしました。出発に必要な手続きは、できるだけ早めに終わらせておくことをお勧めします。勉強面について、英語に

関しては、TOEFL に向けてたくさん勉強をしていたので特に問題ありませんでした。ただ、自分の学びたい分野がはっきりと決まっている人

は、留学前にその分野に関する文献などに触れて知識をつけておくのが良いと思います。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：J1 申請先：米国大使館  

ビザ取得所要日数：4 日 （申請してから何日／週間要したか） ビザ取得費用：約 2 万円  

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

留学先から送られてくる DS2019 と、残高証明書、パスポートなど（人によって少し違いました） 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

留学先のウェブサイトで、留学先の学校からもらったパスワードを使いログインすると、詳しい説明や手順が載っていました。

それに倣って手続きをしました。まずは、ウェブサイトで個人情報などを入力し、（これが二時間ほどかかります）、その後面接

の予約をしました。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

どの学校にいくのか、現在どこの学校に通っているのか、何を勉強するのか、費用はだれが払うのか 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

J1VISA を申請しなければならないのに、F１VISA で面接予約をしており、大使館で書類を出す直前にそれに気づきました。

ほとんどパニック状態でしたが、大使館の方に聞くと、サインをして訂正すれば良い、とのことでなんとか大丈夫でした。私の

ほかにも何人か同じミスをした人がいたので、申込内容は何度も見直しをすることが大切です。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

現地では、基本的にクレジットカードを使って生活しています。とは言っても、学校は田舎にあるので、外食や買い物は一か

月に一回くらいしかしていません。（市内に行くときは別ですが。）その為、日常的に頻繁にお金を使うことはないかと思いま

す。学校内にはいくつか食事をできるところや、カフェ、スターバックスなどがありますが、そこでは、あらかじめ生徒証にお金

を入れておくことで買い物ができます。携帯電話は、simplemobile という会社の sim カードを自分の携帯に挿入して利用して

います。自分で手続きをしたため未だに仕組みなどよくわかっていないので、Tmobile などのお店で定員さんに手続きをして

もらうのが確実だと思います。荷物運送は今のところ、冬服を送ってもらったのと日本食を送ってもらったので二回です。近く

に大きなショッピングモールがない為、車がない限りショッピングは難しいです。なので、服は出来るだけ自分で持っていくか

送ってもらうことをお勧めします。また私は留学前、日本食なんてなくても大丈夫、と思っていましたが、食堂のメニューはほ

ぼ毎日同じで、さらに町までは少し離れているので外食もしない、というのが現状です。その為、とにかく日本食じゃなくても何

か違うものが食べたい！と感じるようになると思います。なので、日本食を少しでも持っていったほうが良いと思います。 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 アメリカン航空 

航空券手配方法 
スカイチケット 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 JFK 空港 現地到着時刻 ８：００頃 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

☑大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）     

タクシー  そ の 他     

                 

移動の所要時間 ２時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

学校側から迎えのバスが来てくれます。待ち合わせ場所はメールで知らされるため、特に問題はないです。 

大学到着日 ８月２１日１２時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

☑はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ ☑寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       ☑その他（八人部屋） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生☑その他（現地の学生） 

住居を探した方法 ☑大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 大学に入学申請をする際に、寮の申し込みをしました。どの寮に住めるのかは現地についてから

分かります。私は、はじめ古い寮に住んでいましたが、途中から新しい寮に引っ越しをしました。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

大学が寮を決めてくれたので、問題はありませんでした。ただ、寮が多くある中でも新しい寮と古い寮の差がかなりあるので、もし住みにくい

なと感じたら、引っ越すことも出来ます。授業が始まってから二週間後に、引っ越しの手続きに関するメールが送られてくるので、それにそ

って手続きをします。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 ☑あった  なかった 

日程 到着の次の日 

参加必須ですか？ ☑必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   ☑有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 留学生が全員集められ、学校生活に関する説明を受けました。またキャンパスツアーにも参加し

ました。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ☑あった  なかった 

授業開始日 ８月２７日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

在留届の提出が必須です。大使館のウェブサイトから、オンラインで１０分ほどで完了します。料金はかかりません。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

現地では銀行を開設していないです。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

上記に述べたとおりです。 



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

☑出発前に（６月頃） 

    ☑オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった       ☑なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

留学生の担当者に、メールで希望の授業を伝えました。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

私は、希望の授業は、4 つ中３つしかとることが出来ませんでした。現地での変更、追加はオンラインで可能ですが、追加に

関しては、希望の授業が定員に達していない限り、可能です。 

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
                                          

10:00 
                                          

11:00 
      授業             授業             

12:00 
      授業             授業             

13:00 
      授業       日本語ボランテ

ィア 

授業             

14:00 
      授業 授業                         

15:00 
授業 授業 授業 授業                   

16:00 
授業       授業 授業                   

17:00 
            授業                         

18:00 
      クラブ                               

19:00 
                                          

20:00 
                                          

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

ニューヨーク州立大学はとてもリベラルな大学で、また、私は、自分が興味のある分野の授業を取っている為、大学生活は

とても充実しています。アメリカの学校は課題が多いと言いますが、最初のうちは大変でも自分なりの勉強のリズムを見つけ

ていけば、慣れていきます。そこは皆が苦労する道なので、当たり前だと思って過ごしてください。また、私は今 Crispell Hall と

いう寮に住んでいますが、とても新しくきれいな寮なので快適です。生活面では、食堂の食事がなかなか自分に合わずに苦

労をしていますが、それ以外は特に問題はありません。自由時間は、図書館で勉強したり、友達と寮で過ごしたり、週末はた

まにニューヨーク市に行ったりして過ごしています。また、多くの学生さんが、この大学の名前を見て「ニューヨークにあるの

か！」と考え、よくドラマや映画に出てくるようなニューヨークを想像するかもしれません。ただ、中心のニューヨーク市に行く

には、バスで二時間から三時間かかるため、頻繁に行くということはないと思います。学校は田舎の方にあるので、一般的な

ニューヨークのイメージとは異なります。それでも、授業は本当に面白く、教授も留学生にとても優しいので、勉強意欲のある

人にとっては素晴らしい大学だと思います。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

留学をする前は、成績や TOEFL のスコア、志望理由書の作成などで忙しく、気持ちも張り詰めるかもしれません。しかし、本

当に留学したいという強い気持ちがあれば、乗り越えられます。成績や TOEFL は言うまでもありませんが、志望理由書には、

他の応募者じゃなくなぜ私がこの大学に留学するべきなのか、という、明確な志望動機を落とし込み、何度何度も添削をし

ました。志望動機に関しては、他の人と同じような動機ではなく、自分の個性を出すことをお勧めします。また、私は、他の大

学を目指す友人と一緒に、励ましあいながら頑張りました。自信があれば、面接も落ち着いて和やかな雰囲気で受けること

ができますし、後悔のないように頑張ってください。留学前に色々と不安になることもあると思いますが、自分は頑張ったと自

信を持って言えるくらい努力をすれば、絶対に大丈夫です。 

 


